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固化処理土は加圧養生下におかれる場合に、固化前の圧密現象による強度増加があることが確認されてい

る。砕･転圧盛土工法では底泥土に固化材を添加して固化しただけの初期固化土とこれを解砕・転圧した砕

･転圧土が固化処理土の対象となるが、初期固化土では固化材混合後に直ちに加圧養生下に置かれ、砕･転

圧土では築堤にともなって土被り圧が段階的に増加する加圧養生下に置かれる。本論文は初期固化土と砕･

転圧土が施工過程で受ける加圧養生の影響を調べ、初期固化土と砕･転圧土ともに固化前の圧密現象により

強度増加が認められるが、実施工を対象とすると砕･転圧土では影響を無視できることを示した。

目  的

（１）初期固化土は固化ピット内で固化材撹拌後に直ちに加圧養生下で固化が進むため、ピット上部と下部で

は強度が生じることが分かったため、実際の施工時にはピット上部・下部から偏りなく掘削し、撒き出しを

行う必要があることが分かった。

（２）砕･転圧土では固結による強度増加速度に比較して、土被りにともなう加圧速度が遅いため、加圧養生に

よる強度増加の影響は無視できることが分かった。 

結  論

　*1 土木本部　土木技術統括部


